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阿部　哲久 広島大学附属中学校教諭
荒井　正剛 東京学芸大学教授
五十嵐辰博 千葉大学教育学部附属中学校教諭
石原　　光 福山市立東朋中学校教諭
板井　孝司 吉川市立南中学校教諭
伊藤　裕康 香川大学教授
李　　洪俊 大阪市立南港北中学校教諭
入子　彰子 文京区立音羽中学校指導教諭
上園　悦史 東京学芸大学附属竹早中学校教諭
江間　史明 山形大学教授
岡部　　誠 板橋区立赤塚第一中学校副校長
岡本　太一 高槻市立城南中学校指導教諭
鬼塚　　拓 宮崎大学教育学部附属中学校教諭
小野　大助 福山市立城南中学校教諭
柏原　正志 福山市立松永中学校教諭
勝田　俊輔 東京大学教授
唐木　清志 筑波大学教授
河野真理子 早稲田大学教授
木村　博一 広島大学教授
草原　和博 広島大学教授
栗原　　久 東洋大学教授
呉羽　正昭 筑波大学教授
兒玉　　修 宮崎大学名誉教授
近藤沙耶香 江戸川区立小岩第五中学校教諭
今野日出晴 岩手大学教授
佐川　英治 東京大学教授
佐久間敦史 大阪教育大学准教授
迫　　眞也 広島市立井口台中学校教諭
佐々木隆光 神戸市立唐櫃中学校教諭
佐々木智章 早稲田大学高等学院教諭
佐藤　全敏 東京女子大学教授
佐藤　元基 札幌市立厚別北中学校主幹教諭
重　　秀雄 広島市立東原中学校教諭
篠塚　昭司 東京学芸大学附属世田谷中学校教諭
島　　珠美 足立区立鹿浜菜の花中学校主任教諭

島津　　弘 立正大学教授
白川　景子 高知大学講師
菅谷　昌弘 札幌市立平岡緑中学校教諭
薄田　和弥 札幌市立篠路中学校教諭
鈴木　拓磨 墨田区立両国中学校主任教諭
関戸　明子 群馬大学教授
関　　裕幸 東京都立小石川中等教育学校主幹教諭
髙田　孝雄 足立区立東綾瀬中学校指導教諭
高野　　信 前郡山市立明健中学校校長
髙橋　　晶 千葉大学教育学部附属中学校教諭
高橋慎一朗 東京大学史料編纂所教授
髙山　知機 世田谷区立駒留中学校校長
田﨑　義久 東京学芸大学附属小金井中学校教諭
田中　敏彦 高知中学校副校長
谷藤　良昭 千葉市立稲毛高等学校附属中学校教諭
丹　　暁子 足立区立第七中学校主任教諭
千葉　　功 学習院大学教授
千葉　一晶 中野区立第七中学校主幹教諭
坪田　益美 東北学院大学准教授
寺本　　誠 お茶の水女子大学附属中学校教諭
東方　広海 福岡市立吉塚中学校主幹教諭
豊嶌　啓司 福岡教育大学教授
土肥大次郎 長崎大学准教授
内藤　圭太 埼玉大学教育学部附属中学校教諭
中尾　　学 台東区立上野中学校主任教諭
中北　浩爾 一橋大学教授
中平　一義 上越教育大学准教授
中村　達矢 福岡市立金武中学校教諭
新坂　大輔 清瀬市立清瀬第二中学校主任教諭
西川路蘭奈 新宿区立新宿中学校教諭
西村　広毅 国富町立八代中学校教諭
蓮沼　　圭 台東区立桜橋中学校主任教諭
長谷川義博 所沢市立狭山ヶ丘中学校教諭
服部　一秀 山梨大学教授
濵田　幸伸 高知大学教育学部附属中学校教諭

播磨　大作 神戸市立住吉中学校教諭
東野　茂樹 葛飾区立水元中学校主幹教諭
平松　義樹 愛媛大学名誉教授
藤瀬　泰司 熊本大学准教授
藤田　　淳 港区立高松中学校主幹教諭
星野　勇悟 大東市立四条小学校首席
真壁　佑輔 札幌市立前田中学校教諭
松澤　克行 東京大学史料編纂所准教授
松田　敏洋 宮崎市立本郷中学校教諭
松原　　宏 東京大学教授
三浦　　浩 会津坂下町立坂下中学校教諭
溝口　和宏 鹿児島大学教授
道場　康智 福井市足羽第一中学校教諭
峯　　明秀 大阪教育大学教授
毛利　　透 京都大学教授
森川　禎彦 福井大学教育学部附属義務教育学校教諭
森山　幸一 福岡市立金武中学校教諭
諸富　　徹 京都大学教授
山崎　祥雄 慶應義塾中等部教諭
山田　秀和 岡山大学准教授
山本　博文 東京大学史料編纂所教授
湯澤　規子 法政大学教授
吉田圭一郎 横浜国立大学教授
𠮷水　裕也 兵庫教育大学副学長
渡邉　頼史 福山市立城南中学校教諭
鰐渕　翔大 札幌市立栄町中学校教諭

●色彩デザインに関する編集協力
色覚問題研究グループぱすてる

ほか5名
東京書籍株式会社

●特別支援教育に関する校閲
田中　良広　帝京平成大学教授
道面　美紀 墨田区立本所中学校指導教諭

※予備時間は，生徒の自主的な学習活動の時間や
　評価などに充てる時間です。

●単元構成と配当授業時数

●編集に携わった人々

教科書の構成・内容 学習指導
要領の内容

教科書
該当ページ

配当
時数

持続可能な社会の実現に向けて／
公民学習の初めに A-（1） 巻頭1-1 1

第1章　現代社会と私たち A-（1）,（2） 6-36 13
導入
1節　現代社会の特色と私たち
2節　私たちの生活と文化
3節　現代社会の見方や考え方
まとめ

A-（1）
A-（1）
A-（1） 
A-（2）
A-（2）

6-7
8-17
18-23
24-32
33-36

1
4
3
4
1

第2章　個人の尊重と日本国憲法 C-（1） 37-74 16
導入
1節　人権と日本国憲法
2節　人権と共生社会
3節　これからの人権保障
まとめ

C-（1）
C-（1）
C-（1）
C-（1）
C-（1）

37-39
40-49
50-61
62-68
69-74

1
5
6
3
1

第3章　現代の民主政治と社会 C-（2） 75-126 23
導入
1節　現代の民主政治
2節   国の政治の仕組み
3節　地方自治と私たち
まとめ

C-（2）
C-（2）
C-（2）
C-（2）
C-（2）

75-77
78-89
90-109
110-120
121-126

1
6
10
5
1

教科書の構成・内容 学習指導
要領の内容

教科書
該当ページ

配当
時数

第4章　私たちの暮らしと経済 B-（1）,（2） 127-178 24
導入
1節　消費生活と市場経済
2節　生産と労働
3節　市場経済の仕組みと金融
4節　財政と国民の福祉
5節　これからの経済と社会
まとめ

B-（1）,（2）
B-（1）,（2）
B-（1）,（2）
B-（1）
B-（2）
B-（2）
B-（1）,（2）

127-129
130-139
140-149
150-161
162-169
170-174
175-178

1
5
5
6
4
2
1

第5章　地球社会と私たち D-（1） 179-212 14
導入
1節　国際社会の仕組み
2節　さまざまな国際問題
3節　これからの地球社会と日本
まとめ

D-（1）
D-（1）
D-（1）
D-（1）
D-（1）

179-181
182-191
192-203
204-208
209-212

1
5
5
2
1

終章　より良い社会を目指して D-（2） 213-218 4
予備時間 5
合計 100
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課題をつかむ

課題を追究する

課題を解決する

1

2

3

導入

展開

まとめ

本誌p.4～ 5

本誌p.6～ 7

本誌p.8～ 9

●単元の「導入の活動」で，単元全体を貫く「探究課題」を立て，
課題をつかみます。

●1単位時間の授業ごとの「学習課題」と「チェック&トライ」を
　軸に課題を追究します。

●探究課題の解決を補助する「探究のステップ」を設けました。
●単元の「まとめの活動」で探究課題を解決します。

導入の活動
まとめの活動

学習課題

学習課題

学習課題

学習課題

トライチェック

トライチェック

トライチェック

トライチェック

探究の
ステップ

導入 展開 まとめ

本誌p.10～ 11「問い」を軸にした単元の「構造化」による課題解決的な学習

既得の見方・考え方を
働かせるプロセス 既得の見方・考え方を

働かせるプロセス
単元全体を

貫く問いの設定 単元全体を
貫く問いの解決

1時間の授業
ごとの学習の
めあての提示

学習課題の
解決

探究課題の
解決を

補助する問い

p.4～ 5 p.8 p.8～ 9

探究課題の解決

1時間の「導入の活動」
を通して，単元を貫く
「探究課題」を立てます。

「探究課題」を解決する
活動の前に，「探究の
ステップ」に取り組み
ましょう。

社会的な見方・
考え方を働かせた，
課題解決的な
学習のプロセス

現代的な
諸課題人権

平和

情報
技術

伝統
文化

防災
安全

環境
エネルギー

多面的・
多角的な思考力，
公正な判断力，
豊かな表現力を持つ

基礎的・基本的な
知識・概念や
技能を身に付ける

持続可能な社会の形成に
参画する

本誌p.16~17

カリキュラム・マネジメントの支援 特別支援教育への配慮
小中の系統性，3分野の関連，地図帳と
の連携，他教科との関連を図った構成

フラットデザイン，カラーユニバーサル
デザインなど

「主体的・対話的で深い学び」を通じて，
持続可能な社会の実現に向けて
「今を問い，未来をともに拓く力」を育てます。

教科書が目指すもの
豊かな学びが未来を拓く

見方・考え方を
捉えさせるプロセス
（初出部分）

32

　今の日本は，明治維新や第二次世界大戦後に並ぶ歴史の分岐点
にある，と言われます。ヒト・モノ・カネ・情報のグローバル化
が進み，第四次産業革命により人々の暮らしは大きく変わるで
しょう。一方で，東アジアの安全保障環境は，厳しい状況にあり
ます。少子高齢化や全世代型社会保障，財政健全化など，課題も
山積しています。開かれた社会を築くため，多様性の尊重と対話
もますます重要です。
　こうした中，2016年に18歳選挙権が実現しました。2022年に
は，成年年齢も18歳に引き下げられます。中学校3年生は，あ
と3年で成年として社会に関わり，主権者として国や自治体のか
じ取りを担います。
　東京書籍の『新しい社会　公民』は，第6学年の政治先習など，
大きく変わった小学校社会科との系統性を重視するとともに，ま
もなく社会に漕ぎ出す15歳の子どもたちが，現代社会で生じて

いる様々な事象や課題について基本的な知識を習得し，日本と世
界の政治，経済，社会を洞察する広い視野を持ってしっかりと考
え，そして判断力と自律した精神を持って社会形成に主体的に関
わることができるように，という思いで編集しました。
　具体的には，政治，経済，国際関係の現状と課題を分かりやす
く記述するように努めました。現代社会に関心を持ってもらうた
めに，資料や写真，イラストを豊富に掲載して，様々な工夫をこ
らしました。さらに，現代社会を理解するうえで不可欠な地理・
歴史的分野との関連にも十分に配慮し，地理・歴史・公民・地図
帳の4冊がそろって「社会科」全体を構成するという視点でも編集
しています。
　社会への主体的参画を意識して「公民」の学習に取り組んでくれ
ることを願いながら，近未来の成年・有権者にエールを送ります。

谷口　将紀

谷口 将紀（たにぐち まさき）
東京大学教授
1970年生。東京大学法学部卒業。博士（法学）。

■著書／『政治とマスメディア』，『政党支持の理論』，
　『有権者と政治家』（近刊）ほか。

Profi le

代表者の
ことば

これからの社会について
考える教科書

単元のまとまりを重視した紙面構成
単元の「構造化」で課題解決的な学習を実現！

「問い」を軸に
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単元のまとまりを重視した紙面構成①

「見方・考え方」を働かせ課題をつかむ導入の活動

学習活動の流れが
イメージできるアイコン

導入の活動

基礎・基本の
まとめ

まとめの活動

5
（p.38～ 39）

●「見方・考え方」を働かせる活動には「見方・考え方
マーク」を付しました。

「見方・考え方」を働かせる活動を
マークで明示 導入 展開

本誌p.6~7 本誌p.8~9

まとめ
単元での課題解決的な学習の流れ

対話的な学習を実践！
「みんなでチャレンジ」
●小集団の協働的な活動のコー
ナーとして「みんなでチャレン
ジ」を設け，対話的な授業を効
果的に実践できます。

●単元全体を貫く「探究
課題」を，１時間の導
入の活動を通して設定
します。
●「探究課題」を立てる活
動で単元全体の学習に
見通しを持たせ，生徒
の主体的な学習活動を
促します。

導入の活動を
通して立てる

「探究課題」

見通しを持たせる
まとめの活動の予告
導入の活動とリンクしたま
とめの活動を予告すること
で，単元の見通しを持たせ
ます。

学習への興味・関心を
高めるイラスト
場面設定の理解を助け，学
習意欲を高めるイラストを
多数掲載しています。

・T市のまちの様子から現
代社会をながめてみよう
　（p.6~7）
・コンビニエンスストアの
経営者になってみよう
（p.128~129）　　　など

大きなイラストの掲載ページ

課題をつかむ
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単元のまとまりを重視した紙面構成②
「見方・考え方」を働かせ学びを深める本文ページ

興味・関心を高める
導入資料
学習意欲が高まる魅力的な
資料を大きく掲載し，生徒
の授業への興味・関心を引
き出します。

●1時間の学習で追究する
「学習課題」を示し，生徒
が見通しをもって主体的
に学習を進められます。

１時間の学習の
見通しを持たせる

「学習課題」

●レイアウトの改善で，
資料の掲載部分の面積
を約10％拡大。本文の
理解を助ける資料がよ
り大きくなりました。

紙面レイアウト
の改善で
資料をより
大きく掲載！

7
（p.64～ 65）

導入 展開
本誌p.4~5 本誌p.8~9

まとめ
単元での課題解決的な学習の流れ

２段階の
「チェック＆トライ」
で学習内容を
確実に定着！
●基礎・基本を確認する
「チェック」と，要約や説
明をする言語活動の「ト
ライ」の２段階で「学習課
題」を解決。学習内容が
確実に定着します。

読んで分かる本文
事象を捉えやすく因果関係が分
かりやすい，平易な記述です。

「深い学び」を
効果的に実現する

「見方・考え方
コーナー」
●『現代社会の見方・考え
方』を働かせ，学びを深
められる場面に，「見方・
考え方コーナー」を新設
しました。

28年度本

課題を追究する
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●「探究課題」の解決を補助する問いの
「探究のステップ」を設けました。

●単元全体を貫く「探究課題」と１時
間ごとの学習とをつなぐ「踊り場（ス
テップ）」の問いとして，円滑に課題
解決につなげます。

「探究のステップ」で
探究課題の解決を
サポート

単元のまとまりを重視した紙面構成③
思考力・判断力・表現力を高めるまとめの活動

9

導入 展開
本紙p.4~5 本紙p.6~7

まとめ

（p.70～ 71）

（p.68）

（p.35）

単元での課題解決的な学習の流れ

●導入の活動とリンクした題材を扱う
ことで，単元のまとまりを持たせる
とともに，単元を通した評価をしや
すく工夫しています。

導入の活動とリンクした
まとめの活動

●思考の整理に適した多彩
な思考ツールを提示しま
した。
●主体的に思考・判断した
内容を適切に表現する力
が身に付きます。

思考を整理する
多様なツールを
提示

●生徒キャラクターの会話で，生徒が探究課題を
主体的に解決するヒントを示しています。
●先生キャラクターとの会話で，「見方・考え方」
を活用した探究課題の解決を促します。

キャラクターの会話の流れで
探究課題を解決

➡本誌p.5の紙面

課題を解決する

公民教科書 思考ツール
p.9，176 ウェビング
p.39，128 マトリックス（表）
p.68，123 ステップチャート
p.70 トゥールミン図式
p.35 座標軸
p.32，211 ランキング

●思考ツールの主な掲載箇所



問
い
の
構
造
図

課題をつかむ

単元を貫く課題の提示

個人の尊重と
日本国憲法

1時間ごとの問い（学習課題）の提示

課題を追究する
単元の導入部の
「導入の活動」を受
けて，生徒キャラ
クターの会話で
「探究のステップ」
を導き，単元を貫
く課題をつかみ，
「探究課題」を設定
します。

１時間ごとの学習のめあてである「学習
課題」を提示し，基礎・基本を確認する
「チェック」と，要約や説明などをする「ト

日本国憲法が保障する
権利を守るために，私
たちはどのように社会
に関わるべきでしょう
か。

産業や科学技術の発展にともなって，どのような課
題が生まれ，どのような権利が認められてきたので
しょうか。

新しい人権①　
産業や科学技術の発展と人権1

情報化の進展にともなって，どのような課題が生ま
れ，どのような権利が認められてきたのでしょうか。

新しい人権②　
情報化の進展と人権2

国際社会にはどのような人権上の課題があり，解決
に向けてどのような取り組みがなされてきたので
しょうか。

グローバル社会と人権3

第2章

学習課題の解決解決を補助する
問いの提示

解決を補助する
問いの解決 単元を貫く課題の解決

課題を解決する
ライ」の２段階の問いで，各時間の学習
課題を解決していくことで，探究課題の
追究を進めます。

探究課題の解決を補助する「探究のステップ」や，「まとめの活動」を通して，「見方・
考え方」を働かせながら探究課題の答えを考えることで，無理なく課題を解決しま
す。

単元のまとまりを意識した「深い学び」につなげるには，学習内容の深い理解を意識した単元を貫く問いの設定が欠
かせません。この教科書は，単元を貫く「探究課題」の設定から解決に至る流れを，「問い」を軸に『構造化』しました。

これにより，１時間ごとの授業が段階的に「探究課題」の解決につながるように構成されています。その単元の構造を視覚的に示したもの
が『問いの構造図』です。※『問いの構造図』は「新しい社会 公民　教師用指導書」に掲載予定です。

探究の
ステップ

日本国憲法が保障する
権利を守るために，私
たちはどのように社会
に関わるべきでしょう
か。

新しい人権が認められ
てきたのはなぜでしょ
うか。

新しい人権が認め
られてきたのはな
ぜでしょうか。

環境権や自己決定権を，「新しい人権」とよぶ理由を，
次の語句を使って説明しましょう。[憲法] 

新しい人権から一つ選び，その権利がどのような「対
立」を解消するためのものか説明しましょう。

情報化の進展にともなって認められた権利を，本文
からぬき出しましょう。

インターネットの発達の人権上の利点と課題につい
て，次の語句を使って説明しましょう。[情報]

人権保障のためのさまざまな条約を，本文や資料か
らぬき出しましょう。

人権上の課題の解決に取り組む組織と，それぞれが
担っている役割を説明しましょう。

チェック

トライ

チェック

トライ

チェック

トライ

これからの
人権保障

3
節

※単元によって，「問いの構造」は異なります。
※教師用指導書に掲載する際はモノクロになります。内容・仕様が変更になる場合があります。

導入 展開 まとめ

探究の
ステップ

10

単元のまとまりを重視した紙面構成④
「問いの構造図」で実現する課題解決的な学習

（p.39）

p.37～ 74

p.39・62

p.62～ 63

p.64～ 65

p.66～ 67
p.39

11

「問いの構造図」
とは？

（p.64）

（p.65）

（p.71）

p.71p.68

●「新しい社会 公民　教師用指導書」に掲載予定の「問いの構造図」（第2章「個人の尊重と日本国憲法」の一部）
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ラ
ム
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ネ
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メ
ン
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分野関連マーク
地理や歴史の学
習内容と特に関
連が強い内容に
付けています。

地
公

歴

（p.184～ 185）

（p.75）

公民教科書 教科・分野 関連する学習内容
p.14 技術 安全に利用するための情報モラル
p.20 道徳 花火ととうろう流し
p.20 家庭 地域の食文化
p.36 保健体育 国際的なスポーツ大会の役割
p.125 理科 地震に備えるために
p.125 保健体育 自然災害による傷害の防止
p.125 道徳 田老の生徒が伝えたもの
p.136 家庭 消費者トラブルとその対策
p.170 家庭 エシカル消費
p.194 理科 エネルギー資源の利用
p.197 理科 エネルギー資源の利用
p.215 技術 安全に利用するための情報モラル

●他教科関連マークの掲載箇所

教科関連マーク
他教科と特に関連の強い内容
に付けています。

他教科の関連ページが
見られる
Ｄマークコンテンツ
●教科関連マークに   が付いている内容は，イ
ンターネットを使って関連する教科の教科書
紙面を見ることができます。

地図帳とも連携

➡地図帳のパンフレットp.12～ 13

●「新しい社会 地図」は，地
理だけでなく歴史や公民の
学習にも使える資料を多数
掲載し，教科書準拠の社会
科資料集のようにお使いい
ただけます。

家庭（p.192）

12

先生のカリキュラム・マネジメントをサポート！
他分野や他教科とつなげて学びを深める

SCAN!

13

（p.136～ 137）

CLICK!

●教科書の二次元コード
を読み取ると，インター
ネットを使って地理や歴
史の関連ページの紙面を
直接見ることができます。

地理・歴史の
関連ページに
直接リンクした
二次元コード

●小学校教科書に掲載し
た資料に「小学校マー
ク」を付しました。
●小学校社会科で学習し
た用語は「小学校の社
会で習った『ことば』」
として掲載しました。

小学校の
振り返り



特
別
支
援
教
育

へ
の
配
慮

●読み取りやすさは確保しながら，本文のふりが
なの文字濃度を75％にして，紙面の煩雑さを軽
減することで，より見やすく，読み取りやすく
しました。

ふりがなの文字濃度を変えて
本文の読みやすさを向上

キャラクターが消えた！
すっきりした本文ページ
学習内容に集中できるよう，
本文ページからキャラクター
をなくし，代わりに読み取り
の視点をコーナーで明確に示
しました。

●資料の掲載部分に薄い色を付けることで，本文
との区別を視覚的に分かりやすくしました。

資料掲載部分に色付けして
本文部分との区分けを明確化

先生が指示しやすく
自学自習にも適した「図番号」
先生が授業で指示しやすいように，
資料に見開きで通し番号を付けまし
た。本文には対応する資料の番号を
付け，資料と本文とを結び付けて読
み取りやすくしました。

●不要な陰影や立体感のあるデザインをなく
し，シンプルで学習内容に集中できるフラッ
トデザインを採用しました。
●鮮やかで明るい色を採用し，メリハリのある
紙面にしました。

学習内容に集中できる
フラットデザイン

帝京平成大学 教授
田中 良広
特別支援教育（特に視
覚障害教育）が専門。
著書『視覚障害教育入
門Q&A 新訂版』ほか

　読みやすい教科書の条件は，⑴視
覚情報がなるべく「単純」であるこ
と，⑵必要な情報とそれ以外の情報
とが区別しやすいことの２点です。
⑴は，フラットデザインにするこ
と，⑵は，ふりがなのような付加情
報を，本文とはちがう濃度や色使い
にすることで実現が可能です。さら
に，20人に一人は何らかの色覚特
性が認められることから，カラーユ
ニバーサルデザインに関する配慮も
求められます。

●塗料などに工夫をし，不透明度を
保ったまま紙をさらに薄くすること
により，約3.1％の本文用紙の軽量
化を実現しました。

用紙軽量化への
取り組み●専門家の助言をもとに色覚特性の観点から紙面や図版を見直し，

カラーユニバーサルデザインに全面的に対応しました。
●グラフや地図は，色覚特性のある生徒でも見分けられる色の組み
合わせを採用しました。

色覚特性に配慮した紙面で
カラーユニバーサルデザインに全面対応

ユニバーサルデザインフォントを
全ての文字に採用
ユニバーサルデザインに対応して開発され
たフォント（UDフォント）を教科書の全て
の文字に採用しました。

教科書をもっと読みやすく

28年度本

28年度本

28年度本

28年度本

3年度本

28年度本

3年度本

特別支援教育に多面的に対応！
全ての生徒にとって学びやすく
先生が指導しやすい紙面の工夫

（p.194～ 195）

不要な矢印を
とりました！

14 15

平成28年度発行の
教科書の紙面

令和 3年度発行の
教科書の紙面

28年度本

3年度本



現
代
的
な
課
題

へ
の
対
応

環境
エネルギー

伝統
文化

防災
安全

情報
技術

人権
平和

Dマークコンテンツ：持続可能な開発目標（SDGs）

地理 03

16

現代的な諸課題の解決に
主体的に取り組む
態度を育成

国連が2030年までに達成を目指す『持続可能な開発
目標（SDGs）』を取り上げ，現代的な諸課題を理解し,
課題を解決しようとする態度を養います。

SDGsから現代的な諸課題を
読み解く

インクルージョンの観点か
ら，男女の平等や，高齢者，
障がい者，外国人への理解
の重要性について考えさせ
ることで，人権を尊重する
態度を養います。

インクルージョン
について考える

（p.180）

（p.36） 17

2020年に東京で開
催されるオリンピッ
ク・パラリンピック
を取り上げ，スポー
ツが果たす文化的な
役割を考えさせます。

伝統や文化を理解する

教科  書を貫く
五つ  のテーマ

東日本大震災の被害や復興状況，防災の取り組みを詳細に扱
うことで，生徒の主体的な防災・減災への意識を高められます。

防災・安全の
意識を高める

（p.124～ 125）

（p.53）

必要な技能が効果的に
身に付く活動コーナー
を新設
情報を集め，読み取り，ま
とめる技能を身に付ける
「集める」，「読み取る」，「ま
とめる」コーナーを新設し
ました。



18
歳
へ
の

ス
テ
ッ
プ

2022年4月からの
成人年齢の

引き下げに対応！
この教科書を使う中学生は，
18歳で成人になります。

今の中学生は
18歳になると有権者です。

早くて3年後には
投票することに

なります。

高等学校への接続に配慮
「18歳へのステップ」は，高等
学校の新科目「公共」の学習への
橋渡しにもなります。

18

中学校から始める「18歳」に向けた準備

ビジュアルな紙面で楽しく学べる！
「18歳へのステップ」

2022年4月から実施される成人年齢の満18
歳以上への引き下げに対応して，契約の注意
点を理解できるページを新設しました。
身近で具体的な場面の写真を大きく掲載し，
クイズなどを通して効果的に契約について理
解できます。

2016年から実施されている選挙権年齢の満18歳以上
への引き下げに対応して，実際の選挙の流れを概観で
きるページを新設しました。
実物資料や写真，イラストを豊富に掲載することで生
徒の興味・関心を高め，主権者として主体的に社会に
参画する態度を養います。

消費者教育に対応！
契約のあれこれ

主権者教育に対応！選挙の流れ

19

（p.136～ 137）

（p.88～ 89）



D
マ
ー
ク

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

Ｄマークコンテンツ

Ｄマークコンテンツ

三権の抑制と均衡の関係
国会と内閣の関係をはじめ，裁判所もふ
くめた三権の抑制と均衡の関係につい
て，クイズも交えながら丁寧に確認し，
定着を図ります。

公民 01

需要量・供給量・
価格の関係

需要量・供給量・価格の関係をグ
ラフに表すシミュレーションや，
グラフについての
練習問題で，確実な
理解を促します。

学力調査の
傾向

公民 02

こちらの二次元コード
からも，全てのDマ
ークコンテンツをご覧
になれます。

　文部科学省は，2019年末に「GIGAスクー
ル構想」を打ち出し，ハード・ソフト・指
導体制一体でのICT教育の充実を推進して
います。東京書籍は，令和3年度用中学校
教科書の全発行書目において「学習者用デ
ジタル教科書」を発行します。

　東京書籍をはじめ複数の発行者が採用
するビューア「Lentrance Reader」を用いて
います。さまざまな教科・教材を一括管
理できます。

　教科書に，ペンツールで自分の考えを
書き込んだり，ウェブ上の参考資料への
リンクを貼り付けたりすることができま
す。学習記録としてそのまま保存すること
もでき，生徒の主体的な学びを支えます。
また，教科書のDマークをクリックして，
連携するデジタルコンテンツを利用する
ことができます。

　文字の色や大きさ，行間などを読みや
すいように調整したり，写真や図版など
を拡大したりすることができます。また，
本文を読み上げたり，総ルビ・分かち書き
で表示したりする機能は，弱視や発達障
害のある生徒だけでなく，急増する帰国・
外国人生徒など，日本語を読むことが苦
手な生徒の学びを助けます。

複数の教科を一括管理1

学習を支える便利な機能2

特別支援教育への対応3

※これらの商品は企画中のため，内容・仕様が変更になる場合があります。

つまずきに
対応した

Dマークコンテンツ
で学力を

向上させますシミュレーションが
できるコンテンツも
多数用意しています

文字色や大きさ，背景色を自由に
変える機能があります！

20

つまずきポイントの理解を助けて学力向上！

豊富なデジタルコンテンツ
東京書籍が実施する「標準学
力調査」で正答率が低く，生
徒がつまずきやすい学習内容
の理解を助けるために，デジ
タルコンテンツ（Ｄマークコ
ンテンツ）を豊富に用意しま
した。

政治単元の「三権の抑制と均衡の
関係」がつまずきポイントになっ
ており，例えば，国会と内閣の
抑制と均衡を問う問題の正答率
は63.8％でした。
（2018年 標準学力調査3学期版
 中学校社会3年）

21

特別支援教育への対応など，充実した機能が満載！

デジタル教科書・教材①

学習者用デジタル教科書
共通

中学校デジタル教科書・デジタル教材のご紹介

この「Ｄマーク」を示した箇所では，シミュ
レーションや動画など，学習への興味・関心
を高めることができる「Ｄマークコンテンツ」
を用意しています。教科書5ページのURLか
二次元コードからアクセスでき，生徒の家庭
学習でも活用できます。

「Ｄマークコンテンツ」とは？



周
辺
教
材

デ
ジ
タ
ル
教
材

動画やシミュレーションなど，生徒一人一人の主体的・探究的な
学びに有効なコンテンツを多数収録しています。

「新しい社会 公民」学習者用デジタル教材

指導者用デジタル教科書（教材）

　教科書と教材（コンテンツ）が一体と
なっています。教科書上に配置されたボ
タンから関連するコンテンツを呼び出す
ことができます。

　　電子黒板を使用した指導に最適な提
示型教材です。多様なコンテンツを収
録しており，教科書上の写真や図版，
アイコンなどをクリックするだけの簡
単な操作で利用できます。また，教科
書の素材や関連するコンテンツを使っ
てオリジナル教材を作成できる「MY教
科書エディタ」機能も搭載しています。

　教材（コンテンツ）のみを収録していま
す。「学習者用デジタル教科書」が先に導
入されている場合に，追加して「学習者
用デジタル教材（教材単体）」を導入して
いただくと，自動的に教科書と教材がリ
ンクし，連動させてお使いいただけます。

●デジタル教科書＋教材一体型

●デジタル教科書＋教材一体型

●教材単体

「新しい社会 公民」教師用指導書・付属DVD-ROM

「新しい社会 公民」基礎・基本徹底ワーク
●教科書の章・節での学習の流れに沿った構成と，教科書
に掲載している本文や図版を使用した問題で，基礎・基
本を無理なく定着させます。
●「基本事項をまとめよう」→「問題にチャレンジ」→「演習問
題」→「総合問題」の流れで，基礎・基本の内容をくり返し
学習でき，実践的な力も身に付きます。

●「問題にチャレンジ」「演習問題」「総合問題」では，小問ごと
に評価の観点のどれに該当するかを明示し，日常的な評
価にも活用できます。

※これらの商品は企画中のため，内容・仕様が変更になる場合があります。

●全国の先生方の授業実践の成果を積極的に取り入れ，実際の授業を想定した展開や，指導・評価のポイントを具体的に示しました。
●「指導展開編」では，教科書での１単位時間の展開例に，学習課題の提示場面や，予想される生徒の反応を示し，初任の先生でも授業
展開を具体的にイメージできるようにしました。また，「指導書の使い方」ページを新設しました。

●「問い」を軸にした単元の構造化を視覚的に捉えられる，「問いの構造図」を単元ごとに掲載しています。

●教師用指導書付属のDVD-ROMに，総
ルビ・分かち書きで表示された教科書
紙面PDFを収載し，日本語を読むこと
が苦手な生徒の学びや，特別支援教育
に対応しています。
●DVD-ROMに収録される
　主なコンテンツ（予定）
・年間指導計画
・評価問題
・教科書本文テキスト
・教科書図版集
・ワークシート
・総ルビ・分かち書きの
　教科書紙面PDF

授業展開や評価のポイントなど役立つ情報満載の「指導展開編」

特別支援教育に対応した
付属DVD-ROM
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特別支援教育への対応など，充実した機能が満載！

デジタル教科書・教材②
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先生のご指導や生徒の学びを支える

教師用指導書・教科書準拠教材

指導展開編のイメージ


